
（１）アンケート調査実施概要
〈目的〉
　上越市第４次環境基本計画（第２次地球温暖化対策実行計画を含む）の策定に当たり、市民が望
む環境像や環境問題に対する市民意識の現状、地球温暖化に対する意見や取組状況等を把握し、計
画策定及び今後の環境施策の基礎資料とする。

アンケート調査結果の分析資料２

〈実施概要〉

環境基本計画
地球温暖化対策実行計画

市民 事業者

調査対象 16歳以上の市民1,200人
（無作為抽出）

市内に所在する200事業所
（無作為抽出）

調査期間 令和４年１月21日～２月９日

主な
調査項目

・上越市の環境への満足度
・環境問題に対する意識
・環境行動の実態等

・地球温暖化に対する生活ス
タイル
・省エネなどの取組状況等

・地球温暖化対策に対する事
業活動における考え方
・省エネなどの取組状況等

回収数 524票 524票 88票
回収率 43.7% 43.7% 44.0%

※調査方法はアンケート用紙またはインターネットによる回答

（２）アンケート分析

１　環境基本計画アンケート

【図１】環境の満足度（満足・どちらかといえば満足）
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1.空気のきれいさ

2.川や池、沼のきれいさ

3.海、海岸のきれいさ

4.まちの清潔さ、きれいさ

5.不快に感じる音がしない

6.不快に感じるにおいがない

7.森や林などの山のみどりの豊かさ

8.野鳥、昆虫などの生き物の豊かさ

9.公園などのまちのみどりの豊かさ

10.水辺とふれあえる場所の多さ

11.景色、景観、町並みの美しさ
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市民の環境に関する満足度と関心を合わせた分析

○市の環境に対する満足度【図１】は、11項目中10項目で前回を上回っているほか、９項
目で７割以上の市民が満足しています。全体的には市の環境に満足を感じている市民が多
いが、海や海岸、水辺とふれあえる場所の項目の満足度が比較的低くなっています。

○関心がある環境問題【図２】は、前回同様、生活に身近なごみ問題や資源のリサイクルに
対する関心が高くなっています。また、昨今の地球温暖化が一因とされる異常気象の報道
や、脱炭素※社会実現に向けた国の動き等もあり、地球温暖化問題への関心が高まってい
ます。

○地域ならではの項目として、除雪や雪の有効利用について関心が高くなっています。また、
環境に対する満足度では下位の海や海岸に関する項目の関心が高く、新たな環境問題であ
るマイクロプラスチックによる河川、海洋汚染についても約８割の市民が関心を持ってお
り、市民の参画・協働での対応が行いやすい事項であることから、今後の対策の必要性が
高いと考えます。

○なお、第７次総合計画の策定にあたり実施した「市民の声アンケート」でも、生活実感が
高い項目として、「みどりの豊かさ」などの環境に関する項目があげられており、全体的
な満足度の向上につながっていると考えられます。

【図２】環境問題の関心（とても関心がある・関心がある）
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1.自動車の排気ガスや工場などの煙による大気汚染

2.川や池、沼の水質汚濁
3.海の水質汚濁、海岸の汚れ

4.家庭や事業所から排出されるごみの増加
5.資源の再利用・リサイクル

6.ごみの不法投棄、最終処分場の不足、新たな処理施設の建設問題
7.ダイオキシン類や有害物質による汚染

8.地下水の汲み上げによる地盤沈下
9.自動車や鉄道、工場からの騒音や振動

10.ピアノ、ペット、ステレオなどによる近隣騒音
11.工場や河川などからの悪臭

12.飲食店や家庭からの悪臭
13.森や林など山のみどりの減少、荒廃

14.公園などのまちのみどりの充実
15.野鳥や昆虫、魚など身近な生き物の減少
16.川や池など身近にふれあえる水辺の減少

17.文化財や歴史的資源の保存、活用
18.景色、景観、町並みに配慮したまちづくり

19.除雪、克雪、雪の有効利用
20.資源やエネルギーなどの使用量の増加

21.二酸化炭素などの温室効果ガスによる地球温暖化
22.フロンガスなどによるオゾン層の破壊

23.酸性雨による動植物への影響や建築物への被害
24.環境保全活動における市民、事業者、行政の協働

25.マイクロプラスチックによる河川、海洋汚染
26.その他
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【図１】温室効果ガスを減らすために必要と考える取組
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1.太陽光や風力、バイオマスなどの再生可能エネルギーの利用を進める
2.家電製品や設備機器などのエネルギー消費効率を改善する

3.家庭や工場・オフィス・お店などで、一人ひとりが省エネを心がける
4.ごみの３Ｒ（ごみの発生抑制、ものの再使用・再資源化）に努める
5.公共交通機関や自転車を利用するなどして、自動車の使用を控える

6.温室効果ガスを減らす行動についての情報を広く普及させる
7.地球温暖化について学習する機会を増やす

8.二酸化炭素を吸収するみどりを増やす
9.法律や条例などによって、温室効果ガスの排出を規制する

10.環境税の導入や省エネ改修への支援措置など、経済的な取組を進める
11.二酸化炭素固定などの新しい技術を研究、開発する

12.その他

【図２】今後、市が取り組むべき地球温暖化対策
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1.省エネ家電の普及促進
2.省エネ住宅の普及促進

3.太陽光発電やバイオマスなど、再生可能エネルギーの利用促進
4.電動車の普及促進

5.プラスチックのリサイクルや使用削減など、資源の有効利用の促進
6.公共交通機関の充実など、マイカー以外の交通手段の普及

7.植樹や樹林の維持管理の促進
8.環境に配慮した企業活動、産業活動の促進

9.市民、団体などによる率先した地球温暖化防止活動の促進
10.地球温暖化についての情報提供や広報活動の促進

11.学校や地域などにおける環境学習の充実
12.地球温暖化対策が家計の助けになるような経済の仕組みづくり

13.温室効果ガスの排出に対する条例などによる規制
14.道路混雑の解消などが達成された、低炭素型まちづくりの推進

15.その他

【図３】省エネルギーや再生可能エネルギーを考慮した設備の導入意識

3.2
1.5

1.7

1.0

22.3

43.3

4.6

57.4

2.5

7.6

0.4

0.4

0.8

0.2

1.9

4.0
1.0

12.8
1.0

2.9

26.0

23.5

35.1

27.9

32.1

24.4

36.6

17.0

17.9

38.5

62.0

66.0

53.1

58.8

33.6

18.9

45.0

4.6

69.1

41.2

8.4

8.6

9.4

12.2

10.1

9.4

12.8

8.2

9.5

9.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
すでに導入している 今後導入する予定がある 予定はないが導入してみたい 導入するつもりはない 無回答

1.太陽光発電システム

2.太陽熱温水器

3.蓄電池・燃料電池（エネファーム）

4コージェネレーションシステム

5.高効率給湯器（エコキュートなど）

6.断熱材・ペアガラス

7.ＨＥＭＳ・省エネナビ

8.ＬＥＤ照明

9.ペレットストーブ

10.電動車

２　地球温暖化対策実行計画アンケート（事業者向け）
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地球温暖化対策に関する市民意識の分析

○温室効果ガスの削減に必要と考える取組【図１】及び市が取り組むべき地球温暖化対策
【図２】は、いずれも省エネの推進や再生可能エネルギー※の利用、３Ｒ※による資源の
有効利用が上位を占めており、その他、二酸化炭素を吸収する緑や植樹に関する項目の
割合が高くなっています。

○省エネや再エネを考慮した設備の導入意識【図３】は、比較的安価で導入しやすいと考
えられるLED照明や断熱材・ペアガラスの普及が進んでいるものの、他の設備は概ね１
割以下にとどまっています。一方で、普及が進んでいない設備についても、導入したい
と考えている市民が多く、特に電動車※、省エネナビや蓄電池への関心が高くなってお
り、購入費助成などの支援策が普及促進に有効であると考えられます。

○自動車に関する設問【図４】【図５】では、今後購入を考えている車として約４割の人
が電気自動車やハイブリッド自動車などの電動車をあげています。一方で、電動車につ
いては、約６割の人が車両価格が高いことや充電器などのインフラ整備を課題にあげて
おり、３割以上の人が今後購入する車について、まだわからないと回答していることか
らも、今後の普及に向けてはインフラの整備や、電気自動車を導入することによるメリッ
トを周知するなど効果的な対策を行う必要があります。

【図４】今後の自動車購入の意向

【図５】電動車を選択することの課題
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.軽自動車（ガソリン） 2.普通自動車（軽以外のガソリン車、ディーゼル車）
3.ハイブリッド自動車 4.プラグインハイブリッド自動車
5.電気自動車 6.燃料電池自動車
7.まだわからない 8.無回答
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

車の購入価格が高い 自宅周辺に充電器や水素ステーションがない
自宅への充電器の設置費用が高い 1回の充電で走行できる距離が短い
充電の時間が長い 集合住宅のため自宅に充電器を設置できない
ほしい車種がない 特にない
その他 無回答
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【図１】温室効果ガスを減らすために実行可能な取組
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1.太陽光や風力、バイオマスなどの再生可能エネルギーの利用を進める
2.エネルギーの効率的な使用、省エネにつながる行動を推進する
3.エネルギー効率の改善に向けて、高効率型の設備機器を導入する
4.ごみの３Ｒ（ごみの発生抑制、ものの再使用・再資源化）を推進する

5.エネルギー効率の高い製品の開発・製造に取り組む
6.自社の地球温暖化防止活動について、広く一般に広報する
7.自社の敷地内に、二酸化炭素を吸収するみどりを増やす

8.植樹や下草刈りなど、森林の保全活動に協力する
9.地球温暖化防止のために活動している団体などへの支援を行う
10.カーボンオフセットに取り組み、排出した温室効果ガスについて相殺する

11.その他

【図２】省エネルギー・再生可能エネルギー設備の導入状況
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すでに導入している 今後導入する予定がある 予定はないが導入してみたい 導入するつもりはない 無回答

1.太陽光発電システム

2.太陽熱利用システム

3.蓄電池・燃料電池（エネファームなど）

4.コージェネレーションシステム

5.従来よりも熱効率の高い高性能ボイラー

6.ヒートポンプ技術等を導入した高効率熱源機

7.ヒートポンプや潜熱回収等を利用した高効率給湯器

8.エネルギー管理システム（ＢＥＭＳ・省エネナビなど）

9.高効率照明器具（ＬＥＤ照明・Ｈｆ型照明など）

10.断熱材・ペアガラス

11.屋上緑化・壁面緑化

12.電動車

13.ペレット・薪ストーブ

【図３】省エネルギー・再生可能エネルギー設備導入の課題
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1.導入コストが高い
2.ランニングコストが高い

3.設備の性能が信頼できない
4.省エネ効果、節約効果等が小さい
5.エネルギー・資源の供給が不安定である

6.維持管理が大変である
7.現在の設備が無駄になる

8.設置場所の確保が困難である
9.設備の専門技術者が確保できない

10.その他

３　地球温暖化対策実行計画アンケート（事業者向け）
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地球温暖化対策に関する事業者意識の分析

○温室効果ガス削減のために実行可能な取組【図１】としては、省エネとリサイクルなど
の３Ｒ※の推進が、他の項目と比べ突出して高く、比較的取り組みやすい項目として認
識されていると考えられます。
○省エネ・再エネ設備の導入状況【図２】は、市民と同様に、比較的安価で導入しやすい
と考えられるLED照明や断熱材・ペアガラスの普及が一定程度進んでいるものの、他の
設備は１割以下にとどまっています。一方で、普及が進んでいない設備についても、今
後導入したいと考えている事業者が多く、電動車※と断熱材・ペアガラスの項目が３割
を超えています。
○省エネ・再エネ設備導入の課題【図３】としては、８割以上が導入コストの高さをあげ
ており、ランニングコストの高さをあげる事業者も約２割となっていることから、コス
ト面が導入の障害となっていると考えられます。
○自動車に関する設問【図４】【図５】では、市民からの回答と同様、今後購入を考えて
いる車として、３割以上の事業者が電気自動車やハイブリッド車などの電動車をあげる
一方で、車両価格が高いことや充電器などのインフラの整備を課題にあげる事業所が多
くなっています。
○また、電気自動車については、市民からの回答に比べ、１回あたりの充電で走行できる
距離が短いことを課題にあげる事業所が多く、用務として長い距離を移動することが多
い事業者を中心に、課題として認識していると考えられます。

【図４】今後の自動車購入の意向

【図５】電動車を選択することの課題
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軽自動車（ガソリン） 普通自動車（軽以外のガソリン車、ディーゼル車）
ハイブリッド自動車 プラグインハイブリッド自動車
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車の購入価格が高い 事業所周辺に充電器や水素ステーションがない
事業所への充電器の設置費用が高い 1回の充電で走行できる距離が短い
充電の時間が長い 賃貸のため事業所に充電器を設置できない
導入したい車種がない 特にない
その他 無回答
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